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2016～17年度 国際ロータリー会長

ジョン・ジャーム 氏

2016年～2017年度　国際ロータリーのテーマ

ネクストロータリー 土浦ブランド  ～ 土浦ロータリークラブの伝統を次代に… ～
2016～17年度 土浦ロータリークラブ　第59期　クラブテーマ

空禅寺　手野の空禅寺は、昔は石田にありました。境内の17基の五輪
の塔は、鎌倉時代の終わりから室町時代に作られた古いもので、お寺が
移った時に一緒に移されました。貴重なものなので、市指定の文化財に
なっています。

佐野子の盆綱　佐野子では、お盆の時に盆綱を使って仏様を迎えにいき
ます。盆綱は、わらやマコモで作った縄の先に竜の頭が付いた立派な物
です。この盆綱を子どもたちが持って、お盆に仏様を迎えに行った後、
家々を廻ります。

制作：土浦市子ども会育成連合会
協力：土浦市・土浦市教育委員会

土浦花火大会　大正14年に、航空機の事故でなくなった将兵の霊を慰
めるために始まった花火大会です。日本の花火師達が腕を競って花火を
打ち上げるこの大会は、土浦の秋の一大イベントになっています。

水郷公園の風車　霞ヶ浦の自然との調和及び水質浄化を目的に、市制
50周年を記念して平成3年3月に建てられたオランダ型風車です。塔は
八角形でその高さは25メートルあり、羽根の直径は20メートルの4枚
翼で電動モーターにより回転しています。塔の中には1時間に最大50ト
ンの処理能力がある水浄化設備があります。

土浦市　古くは、水戸街道の開通（1604年）により城下町としての形態
が整い、江戸中期以後は水運の発達による交通の要衝、物資の集散地とし
て栄えてきました。今日では、鉄道、高速道路を含めた道路網が整備され
るにつれ県南地域の中核都市となり、将来、筑波研究学園都市と共に大き
な飛躍が期待されます。

●点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 四つのテスト

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食

●新会員卓話 佐藤　ぱうろ会員

●にこにこBOX S.A.A

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●ロータリーソング 我等の生業

10月は経済と地域社会の発展月間です。
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バレーボールチームつくばユナイテッドサンガイア
運営サポート会社VSC㈱  専務取締役　岡野　實 様

（紙面の都合上、一部抜粋して掲載させていただきました）

前 週 の 例 会 報 告

卓話「中心市街地活性化にスポーツを」 



RYLAセミナー報告

ライラセミナーを終えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 筑波電子株式会社　新　 大輔 さん
　私は今回初めてライラセミナーに参加させていただきました。正直、はじめは単
に業務の一環という気持ちで何の期待感もありませんでした。ですが、講師の方の
講義を聞き、学生時代ぶりに同世代の人たちと意見をぶつけ合ったり、ウォークラ
リーやバーベキューなどの体験を経て、自分の中でとても良い刺激になりました。
仕事や普段の生活に対する意識が変わり、これからはただ惰性で日々を過ごすので
はなく、常に向上心を持とうと思いました。このような機会を与えてくださった
方々にとても感謝しております。この度は、まことにありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　こんにちは、ローテックスの廣瀬真緒です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣瀬　真緒 さん
　10月15、16日ににライラセミナーに参加させて頂きました。今年のテー
マはリーダーシップについてでした。
　講演者の方から自分の人生を基にリーダーシップについて、リーダーと
はどうあるべきか、どういうリーダーが育っていくべきかなどについ学び
ました。
　そのあと、5人グループに分かれてそのテーマについて考えました。私た
ちのグループの中にはフランスからの留学生クララがいたので、日本人の
考えるリーダーシップについて１から説明したのが１番大変でした。
　そして私たちはフランス人が思うリーダーシップについてと、日本人が
思うリーダーシップについてを比較してみんなの前で発表しました。
　周りの人達とクララの間で、通訳の役割を果たせて嬉しかったです。
　ライラセミナーに参加して、色々な年代の方々と接することができ、
様々なことを学べました。参加させて頂きありがとうございました。今後
に生かしていこうと思いましす。また是非参加したいです。
　

学生生活で感じたこと 米山記念奨学生　ハジミルザアガスイ・ニルファルさん

人生には様々な段階がある。そして、学生生活はこれら段階の一つである。学生生活は人生の中で最も重要な
時期と考えられる。将来の夢と希望はこれに依存する。国家の繁栄は学生に依存し、自分は国の将来を担う学生
たちの中の一人である。自分は適切な教育を受け、良い性格を維持し、日本で品行方正な生活を送り、良い母親、
良い配偶者になる責任がある。自分には多くの責任があるが、従順、勤勉、規制と忍耐は自分の人生の重要な部
分である。忍耐はすべての成功のルートだと思う。
ロータリーは、自分の博士課程の研究を継続するための重要な原動力である。自分はロータリーとの提携に熱
を入れている。何故かというと、この組織は成功者を集めて、相互交流をはかり、将来のリーダーとして成長す
るための集団的動機を提供しているからだ。特に、ロータリーは自分の人間関係とチームワーク能力を存分に活
かし、自分のリーダーシップの潜在能力を引き出すために火をつけた。この組織に参加してから、自分は今社会
に入り、社会に貢献できる人間になる準備ができたと感じる。今、自分は学生としてより多くの科学の知性を開
発しようと思う。また、自分は日本の深い文化の中の従順、忠実、尊敬などの良い特質を学習している。
学生は国の将来の希望である。従って、自分は人類に奉仕し、社会に貢献をできるように努力している。そし
て自分の国だけではなく、他の国、特に自分が留学した国の科学も発展させたい。今日昨日の夢は現実になりま
す。ロータリー奨学金は心配しなくても学ぶこと自分を向上することを可能にします。ロータリー奨学金は今年
自由に勉強するのに私の人生をかわり将来にむけて肯定的にうけいれます。この変化はロータリーの人々の親切
によって可能にされました。



格調高く、和やかに　  S.A.A

◇小倉会長～岡野實様、オリンピック、国体とスポーツに
関心が高まってきているなか、本日は卓話をありがとうご
ざいます。
○竹内幹事～プロバレーボールチーム「つくばユナイテッド
サンガイア」岡野様、卓話ありがとうございました。サン
ガイアの快進撃を祈念いたします。
◎飯山君～新生野球部宜しくお願いします。
応援団も大歓迎！

◎鈴木（亮）君～例会を2週続けてお休みしてしまいました。
◎竹中君～先週のＳＴＡＲ委員会に多数の会員のご参加を
いただきまして誠にありがとうございました。お陰様で有
意義な会合となりました。

◎沼田君～岡野様、中心市街地活性化に対する卓話あり
がとうございます。
◎廣瀬（太）君～ 9/27に次男 太久（たく）が誕生しました。
◎三輪谷君～前回休んですみませんでした。
◯平島君～VSC岡野様卓話ありがとうございます。
◇金澤君～お休みして申し訳ありません。大学の授業があ
ります。
◇佐藤君～先週は、スター委員会を欠席して申し訳ありま
せんでした。
◇髙木君～写真掲載されました。
◎誕生祝～相藤君、市口君、倉持君、大内　翼様
◎入会記念祝～磯君、鈴木（亮）君

11月 3日 休会（文化の日）
10日 会長挨拶、「ロータリーの友」紹介、

  新会員卓話、誕生祝 

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
59名 22名 37名 3名 66.07％

メークアップメークアップ

鶴田（10/16　国際奉仕・財団のＶＴＴ会議)
小倉、竹内、岩瀬、小原、竹中、髙木、沼田、平島
（10/20　第1回指名委員会）

にこにこBOXにこにこBOX

出 席 報 告出 席 報 告

例 会 予 告例 会 予 告

11月のロータリーレートは1ドル＝102円です。

ロータリー用語辞典 米山　梅吉（よねやま　うめきち）（1868～ 1946）
日本のロータリーの創始者。日本ロータリーの父「Father of Rotary in Japan」と称されます。
1868年2月4日、大和国高取藩の和田氏の三男として東京に生まれ、父の死後、母の故郷の静岡県長
泉（現米山梅吉記念館の所在地）に移り、中学生まで、ここで過ごします。1883年上京し、1887年、
米山家に養子として入籍。同年渡米し、学問を修め1895年帰国後、三井銀行に入行しました。
その後1918年の渡米中、ダラスロータリークラブのロータリアンになっていた福島喜三次の紹介により、
彼はロータリークラブと出合いました。そして帰国後の1920年10月、米山梅吉は東京RCを創立し会長に
就任しました。幹事は福島喜三次です。
これが、日本のロータリークラブの第一歩となりました。その後、彼は1924-26年度国際ロータリーのスペシャル・コミッショ
ナー、1926-27年度RI理事（日本人初）、1928-31年度第70地区（当時）ガバナーなどを歴任しています。
「今後、日本の生きる道は平和しかない。それをアジアに、そして世界に理解してもらうためには、一人でも多くの留学生を迎え
入れ、平和を求める日本人と出会い、信頼関係を築くこと。それこそが、日本のロータリーに最もふさわしい国際奉仕事業では
ないか」事業創設の背景には、当時のロータリアンのこのような思いがありました。
1952年、東京RCは彼の功績を記念し、日本で学ぶ外国人留学生に対して支援を行う「米山奨学制度」を構想しました。現在
の「ロータリー米山記念奨学会」です。
1946年4月28日、長泉にて逝去。お墓は記念館近くと横浜市の総持寺の2か所にあります。


